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294　　第 15章　溶媒和力，構造力および水和力

15.4　構造化表面間における非球状粒子の配列

　“非構造化”表面は存在せず，また，真に球状あるいは円柱状の粒子もほとんどない．
図 15.3には，より現実的な二つの“構造化”表面間において 3層配列から 2面の接触
に至るときに起こる新しい特徴を示す．第一に，一つの層が除かれるか，加わるときつ
ねに横方向のずれが存在する．第二に，Dが変わるとき，表面と溶媒分子の“整合性
（commensurability）”によって，分子が長距離秩序を保持する，すなわち，構造化され
たままでいることは可能でない場合もある．このような場合，層構造の秩序は失われ
る．すなわち，図 15.3Aに示したように，3層から 2層あるいは 2層から 1層に至ると
きに“溶解する”．
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図 15.2　12 個の円柱状分子または小さい粒子が二つの（構造のない）平面間にある．膜
厚 Dを減らし，3層から 2層そして 1層の最密充てん層へ変わるときに，円柱の構造がと
り得る再配列．経路 1：分子層の対称的崩壊．最終的に三角形ユニットが回転する． 経路
2：固定された三角形ユニットが互いにすべる． 経路 1 と経路 2 は，おのおのの距離 D に
おいて，非常に異なる分子配列（膜構造）と密度を示す．この結果，異なる溶媒和力関数
が生じる（練習問題 15.1と練習問題 15.2参照）．白抜きの分子は経路 1にも経路 2にも参
加しない． n＝3, 2 および 1 の層に対する膜厚 D は，それぞれ，（1＋　3 ）s＝2.73s，（1＋
　3/2）s＝1.87s および 1.00s になることに注意．すなわち，n＝1 以外は，膜厚は分子直
径 sの単純な倍数ではない． 他の可能性については本文中で議論し，図 15.3に示す．
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